
 

 

 

報道関係各位                                    2021年 1月 15日 

 

【ネットワークの運用管理を次のレベルへ】 

管理者の意思を自動的に実現し、状態を維持。ネットワーク統合管理ソフトウェア 

AT-Vista Manager EXをバージョンアップ 

 
アライドテレシス株式会社(本社 東京都品川区、代表取締役社長 大嶋章禎)は、ユニファイド・ネットワークマ
ネージメント・ソフトウェア（ネットワーク統合管理ソフトウェア）「AT-Vista Manager EX」を「Ver.3.5.0」
にバージョンアップし、当社ホームページからのダウンロードサービスを 1 月 15 日より開始します。また本
バージョンアップによって利用可能となる新機能が拡張可能となる新規ライセンスの出荷も 1 月 18 日より開
始します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ネットワーク管理が自動化され、管理者は意思決定するだけ】 

AT-Vista Manager EX「Ver.3.5.0」は、インテントベースマネージメントを実現する Allied Telesis Intent Base 

Orchestrator（AIO）の各種機能をAT-Vista Manager EXの新ライセンス(*1)でサポートします。AIOは、自
動的にネットワーク運用状態を監視し、情報収集と分析、ネットワーク運用状態に問題点や課題がある場合は
その改善方法を GUI 上で可視化します。そのため、ネットワーク管理者は専門知識を必要とする技術的な改
善方法を自ら調査・検討せずとも、AIO が提案する改善方法を確認し、意思決定を行う(インテントベース)だ
けで、簡単にネットワークを最適な状態で管理(マネージメント)することが可能になります。 
 

 

【AIO で SD-WAN の自動化を実現】 

今回「Ver.3.5.0」では、AIOに対応する当社ルーター製品を利用した SD-WAN環境の管理と運用が簡単に実

現可能となる機能が搭載されます。 

 
■WAN通信の自動帯域制御(WANトラフィックシェーピング)  
センター側のルーターが複数の拠点ルーターと相互接続されている環境において、拠点側からセンター側が
受けるトラフィックが集中した場合、センター側の輻輳を回避するために、AT-Vista Manager EXが自動で
拠点側ルーターの設定を変更し、センター側へのトラフィック量を調整します。 
AT-Vista Manager EXがネットワーク状態を監視し、センターと拠点間のWAN回線の最適化を自動的に実
施するため、ネットワーク管理者が常にネットワークを監視し、技術的な知識を要する設定作業に追われる
ことなく、WAN回線の通信状況を快適に保ちます。 
 
 



動作イメージ：自動帯域制御(WANトラフィックシェーピング) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■セキュアで安定したWAN回線の構築が自動化できるダイナミック VPN 
複数拠点とセンター間の WAN 回線は VPN を利用して安全性を保ちますが、拠点間同士の通信の度にセン
ターサイトを経由して通信を実行するとセンター側に通信が集中するためネットワーク全体の品質低下につ
ながります。しかし、VPN内に拠点間同士の通信をセンター側に通さない VPNトンネルを構築すればネッ
トワークの品質を一定に保つことが可能です。 
AT-Vista Manager EXの管理画面の 1つ、トポロジーマップ画面において、VPNトンネルを構成したいル
ーター間にマウス操作で線を引くだけで設定が可能となります。これまで VPN トンネル構成には高度な専
門知識と複雑な設定作業が必要となるため、ネットワーク管理者の作業負荷となっていましたが、この機能
を活用することで、セキュアで安定した WAN 回線の構築が自動化できるダイナミック VPN が簡単に実現
可能です。 
 
動作イメージ：安定した拠点間通信を実現するダイナミック VPN 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■アプリケーションごとの通信優先度の設定が自動化できるアプリケーション QoS 
クラウドサービスでメールやオンライン会議のアプリケーションを利用する際、その利用頻度の高さから
WAN およびインターネット通信を圧迫しネットワーク全体の品質が低下してしまう場合、AT-Vista 
Manager EXの管理画面の 1つ、トラフィックマップ画面からアプリケーションごとの通信優先度を「高・
標準・低」の 3段階で設定可能です。トラフィックマップ画面で通信状況が可視化され、確認と設定を同一
画面で実行が可能です。複雑な設定などが不要で、通信優先度に基づいて自動的に通信優先度の制御が可能



となります。 
 
動作イメージ：アプリケーションごとの通信優先度の設定を自動化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本バージョンで追加・拡張した AIO 機能および、その他機能の詳細については、リリースノートをご覧くださ
い。 
https://www.allied-telesis.co.jp/support/list/nms/at-vista-ex/relnotes.html 

 

【新規ライセンス(*1)】(リリース日：1月 15日) 

製品名 概要 標準価格(税別) 

Allied Telesis Intent Base Orchestrator（AIO）用 ライセンス 

AT-VST-AIO-1Y 
Vista Managerシリーズ用 

インテントベースオーケストレーターライセンス1年 
￥60,000 

AT-VST-AIO-5Y 
Vista Managerシリーズ用 

インテントベースオーケストレーターライセンス5年 
￥180,000 

AT-VST-AIO-7Y 
Vista Managerシリーズ用 

インテントベースオーケストレーターライセンス7年 
￥210,000 

AT-VST-AIO-1Y更新用 
Vista Managerシリーズ用 

インテントベースオーケストレーターライセンス1年更新用 
￥60,000 

 

【「Ver.3.5.0」バージョンアップ対象製品一例】販売中 

製品名 概要 標準価格(税別) 

AT-Vista Manager EX  

AT-VST-BASE-1Y 基本パッケージ(AMFノードマネージメント)1年 ￥250,000 

AT-VST-BASE-5Y 基本パッケージ(AMFノードマネージメント)5年 ￥750,000 

AT-VST-BASE-7Y 基本パッケージ(AMFノードマネージメント)7年 ￥875,000 

AT-VST-BASE-1Y更新用 基本パッケージ(AMFノードマネージメント)1年更新用 ￥250,000 

 

上記は対象製品の一例です。その他の製品につきましては製品詳細をご覧ください。 
https://www.allied-telesis.co.jp/products/list/nms/at-vista-ex/catalog.html 

 

 

(*1) Allied Telesis Intent Base Orchestrator（AIO）の各種機能の利用には、AT-Vista Manager EX用の新ライセンスが必要です。 
(注) AT-Vista Manager EX Ver.3.5.0 及び、新ライセンスを利用するためには、管理対象となる各製品のファームウェアバージョンが 

適用されている必要があります。詳しくは、各製品の仕様をご確認ください。 

 

 

<<製品に関するお問い合わせ>>                           <<ニュースリリースに対するお問い合わせ>> 
E-Mail: info@allied-telesis.co.jp                             マーケティングコミュニケーション部 
 https://www.allied-telesis.co.jp                         Tel: 03-5437-6042 E-Mail: pr_mktg@allied-telesis.co.jp 
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